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　平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、ビーピー・カストロール株式会社「第46期 第２四半
期報告書」をお届けいたします。

 当期の概況
第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウ

イルス感染者数に減少の傾向が見られ景気回復の兆しも表
れる一方で、原油価格の上昇に伴う原材料価格の高騰や、物

価上昇への懸念から個人消費の持ち直しに足踏みが見られ、
依然として先行き不透明な状況で推移してまいりました。

海外経済につきましてもロシア・ウクライナ情勢等地政学
リスクの高まりに伴うエネルギー価格や原材料価格の高騰、
米国やヨーロッパにおけるインフレ加速等の影響による下振
れリスクに留意する必要があります。

自動車業界におきましては、小型・ハイブリッドの低燃費車
並びに軽自動車が消費者からの根強い支持を集めておりま
すが、半導体不足や部品の調達難の影響から新車販売台数

株主の皆様へ・営業概況　To Our Shareholders & Review of Operations

財務ハイライト Financial  Highl ights

代表取締役社長　平川雅規
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は前年同期比で14％強減少する一方、原油価格は前年同期
比で1.6倍に上昇し、更に急激な円安傾向の継続など厳しい
経営環境となっております。

このような市場環境の下、自動車潤滑油ビジネスにおいて
は、主力ブランドを更に強化するため、需要期におけるプロ
モーションの実施や他ブランドとの協業等によるｅコマース
の拡販をしてまいりました。

潤滑油以外でも、エンジン内部を手軽に洗浄できる「エン
ジンシャンプー」や、カーケア製品の継続的な訴求によりユー
ザーを拡大するとともに、カストロールがグローバルレベル
で協賛しているFormula １を始めとする世界的なイベントで
のブランド露出に基づき国内でも情報発信を継続的に行い、
潜在的な潤滑油購入者へのブランド訴求を促進いたしまし
た。

また、原油をはじめとするエネルギー・資源価格の上昇と高
止まりにある状況を鑑みて、前期に引き続いて販売価格への
転嫁を進めました。

一方、中長期的に持続可能かつ競争力ある事業を行うた
めの組織改革後の、デジタルトランスフォーメーションを含む
業務効率化を推進いたしました。

これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は
5,359百万円、営業利益は590百万円（前年同期比51.2％
減）、経常利益は611百万円（前年同期比50.1％減）、四半期
純利益は396百万円（前年同期比52.3％減）となりました。

 今後の見通し
通期の業績見通しにつきましては、原油をはじめとするエ

ネルギー・資源価格は、ウクライナ情勢等に大きく影響を受
け上昇し高止まり傾向にあり、また為替も円安状況が続い
ており、この傾向は不透明ながら当面は継続すると予測し
ており、コスト低減に取り組むとともに下期におきましても
販売価格への転嫁を計画しております。

通期の業績見通しにつきましては、成熟した市場環境に
ありながらも、高付加価値ブランドの拡大、潜在的購入者へ
のアプローチ、新しい需要の創出を促進することや市場の
再活性化に取り組むことで、売上高11,370百万円、営業利益
1,481百万円、経常利益1,521百万円、当期純利益1,026百
万円を目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、先を見通しづらい状況で
はありますが、ご健康にはくれぐれもご留意してお過ごしく
ださい。

今後とも「Castrol」ブランド及び「BP」ブランドへの変わ
らぬご愛顧と、当社へのより一層のご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

ビーピー・カストロール株式会社
代表取締役社長　　平川　雅規
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HS220015CBOT　B2B TMP　

22.0523R　A4　平.阿部　ラフ1

トピックス　Topics

カストロールの最高峰自動車用エンジンオイルブランド「EDGE（エッジ）」より、多走行によるダメージからエンジンを守る、クリーン
エンジン対応の省燃費型オイル「EDGE High Mileage （エッジ ハイマイレージ）0W-20」を2月に発売開始いたしました。
　「EDGE High Mileage」は、特許取得のフルード・チタン・テクノロジー（チタン配合の油膜強化技
術）とフォスフォラス・テクノロジー（摩耗・酸化防止と排ガス浄化の両性能を最大限に発揮するよう最
適な量のリンを配合）により、触媒コンバーターの性能低下、オイル漏れ、オイル消費やデポジットを
抑え、60,000kmを超える多走行車のエンジンをしっかり保護しパフォーマンスを最大限に引き出し
ます。成熟している自動車潤滑油市場において、付加価値製品の導入により売上・利益の拡大を目指
してまいります。

新商品情報　EDGE High Mileage 0W-20 新発売

当社では、カーボンニュートラルの国際認定を受けた製品の販売を積
極的に推進しています。また、ライフサイクルの視点でCO2排出量の削減
に取り組んでおり、その一環として、CO2削減プロジェクトで創出した

「カーボン・クレジット制度」を活用し、排出されたCO2を相殺するカーボ
ン・オフセットを実施しています。
　また、未来の人々のために再生エネルギー事業者への投資等脱炭素、
循環型社会への支援により、人々の生活がより快適になるように活動して
まいります。

低炭素社会に向けた貢献

プロモーション情報  2022年春 カストロールEDGE ナショナルプロモーション
春の需要期にカーショップチャネルにおいて、全合成油“カストロール 

エッジ”に焦点を当てた店頭プロモーションを実施いたしました。
　最上位ブランド“カストロール エッジ”のユーザーを更に拡大するた
めに、オリジナルデザインの人気アイテムを景品に採用、購入者の皆様
にもれなくプレゼントする仕組みにより、トライアル及びリピート購入を
促進いたしました。また、エンジンシャンプーも対象商品に含め“プラス
一品”の提案により、客単価向上にも貢献いたしました。成熟した市場環境にありながらも、プレミアムブランド“カストロール　エッ
ジ”と“エンジンシャンプー”への積極的な投資を継続し、付加価値商品の拡大と新しい需要の創出を促進することで、市場の再活
性化及び当社ビジネスの継続的な成長を目指してまいります。
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The 46th Interim Business Report財務諸表　Financial Statements

貸借対照表の概要 キャッシュ・フロー計算書の概要

営業活動による
キャッシュ・フロー

765
投資活動による
キャッシュ・フロー

△46

財務活動による
キャッシュ・フロー

△893

現金及び
現金同等物の
期首残高
1,010

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

836

当第2四半期 （2022年1月1日～2022年6月30日）

損益計算書の概要

売上高
5,359

営業
利益
590

四半期
純利益
396

経常
利益
611

前第2四半期 （2021年1月1日～2021年6月30日） 当第2四半期 （2022年1月1日～2022年6月30日）

売上原価
2,957
売上総利益
2,402
販売費及び一般管理費
1,811

営業外収益
36
営業外費用
15

特別損失
25
法人税等
190

売上高
5,196

営業
利益

1,210

四半期
純利益
830経常

利益
1,225

●売上高
売上高は、原油価格の上昇に伴う原材料価格の高騰や物価上昇への懸念か
ら個人消費の持ち直しに足踏みが見られる中、主力ブランドを更に強化す
るため、需要期におけるプロモーションの実施や他ブランドとの協業等によ
るｅコマースの拡販をしてまいりました。
また、カストロールがグローバルレベルで協賛しているFormula １を始め
とする世界的なイベントでのブランド露出に基づき国内でも情報発信を継
続的に行い、潜在的な潤滑油購入者へのブランド訴求を促進することで、売
上高は5,359百万円となりました。

●純資産
純資産の残高は、10,433百万円（前事業年度末は10,932百万円）となり、499
百万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金が四半期純利益により396
百万円増加し、剰余金の配当により895百万円減少したことによるものです。

●営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動の結果得られた資金は、765百万円となりました。これは、主に税
引前四半期純利益が586百万円、減価償却費の計上が52百万円であり、ま
た売上債権の減少668百万円及びその他の負債の増加174百万円により
資金が増加した一方、棚卸資産の増加182百万円、その他の資産の増加
173百万円、未払金の減少149百万円及び法人税等の支払額264百万円
により資金が減少したことによるものであります。

● 単位：百万円、百万円未満切り捨て

前期末 （2021年12月31日） 当第2四半期末 （2022年6月30日）

資産合計
13,569

流動資産
12,530

固定負債
50

負債
純資産合計
13,569
流動負債
2,586

純資産
10,932

固定資産
1,039

固定負債
52

資産合計
13,048

流動資産
12,056

固定資産
991

負債
純資産合計
13,048

現金及び預金
278

受取手形及び売掛金
1,849

有形固定資産
218

無形固定資産
4

投資その他の資産
769

流動負債
2,562

買掛金
839

585

純資産
10,433

株主資本
10,429
評価・換算差額等
3
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株式の概況　

発行可能株式総数 118,000,000株

発行済株式の総数 22,975,189株

株主数 9,708名

大株主の状況　

株主名 持株数（株） 出資比率（％）
カストロール・リミテッド 12,234,273 53.29
ティー・ジェイ株式会社 2,661,748 11.59
日本自動車整備商工組合連合会 1,144,512 4.99
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口） 924,600 4.03
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 225,500 0.98
鈴木　育男 110,000 0.48
三島　泰 101,500 0.44
Ｊ．Ｐ．ＭＯＲＧＡＮ ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ ＰＬＣ 56,571 0.25
上田八木短資株式会社 51,500 0.22
長妻　和男 50,000 0.22役　員

代表取締役会長 小石　孝之
カストロール株式会社代表取締役社長兼務
ビーピー・ルブリカンツ株式会社代表取締役社長兼務

代表取締役社長 平川　雅規

取締役 渡辺　克己

取締役 達川　英子

取締役（社外、監査等委員） 粟井　佐知子

取締役（社外、監査等委員） 松竹　直喜

取締役（社外、監査等委員） 望月　文夫

会社の概況

商号 ビーピー・カストロール株式会社

本社

〒141ｰ0032
東京都品川区大崎1-11-2　ゲートシティ大崎
イーストタワー20階
TEL：03ｰ5719ｰ6000（代）

設立 1978年9月

事業内容
英国の石油会社BP p.l.c.が持つCastrolブランド
及びBPブランドの自動車用潤滑油を日本市場に
合わせて製造・販売

資本金 14億91百万円

従業員数
90名（19名）

（注）臨時従業員数は、（　）内に年間の平均人数を外数で記載
　　しております。

子会社 ビーピー・ルブリカンツ株式会社
カストロール株式会社

所有者別株式分布状況
金融機関

 1,210,300株
5.27%

個人・その他
5,151,066株

22.42%

その他の国内法人
4,035,848株

17.56%

証券会社
109,799株	
0.48%

外国人
12,468,176株	
54.27%

（注）持株比率は、自己株式17,474株を控除して計算しています。

会社概要・株式情報 2022年6月30日現在　Corporate Data & Stock Information
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事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎年3月

基準日
定時株主総会
期末配当金
中間配当金

12月31日
12月31日
6月30日

公告方法
電子公告とします。ただし、事故その他やむを得ない
事由によって電子公告による公告をすることができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

特別口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先

（電話照会先）

東京都杉並区和泉二丁目8番4号 （〒168–0063）
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話0120–782–031 （フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

●住所変更、単元未満株式の買取、配当金の受取方法のご指定等の
お申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました
株主様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式
会社にお申出ください。

●未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出くだ
さい。

●配当金計算書の送付について
配当金のお支払いの際に送付しております「配当金計算書」は、
租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
確定申告される際は、その添付資料としてご使用いただくことが
できます。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につき
ましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われます。確定
申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の証券会社等に
ご確認をお願いします。
なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきましても、
配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封させていただいて
おります。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。

株式等に関するマイナンバーのお届出のお願い
●株式等の税務関係のお手続きに関しては、マイナンバーのお届出が必要です。
●お届出が済んでいない株主さまは、お取引のある証券会社等へマイナンバーのお届出をお願いします。
お届出が済んでいない株主さまは、お早めにお手続ください。

●株主メモ

マイナンバーの取扱いについて マイナンバーのお届出およびお問い合わせ先について

マイナンバー制度について

●�マイナンバーの取扱いは厳格な安全管理措置が設けられており、利
用範囲は社会保障・税・災害対策の行政手続きに限定されています。

●�法令で定められた目的以外でマイナンバーを使用することや他人
にマイナンバーを提供することは禁じられています。

<上場会社の株式等をお持ちの株主さま>
証券会社等にて株式等を管理・購入・取引されている場合は、証券会社
等へお届出をお願いします。
お手続方法など詳細につきましては、お取引のある証券会社等までお
問い合わせください。

三井住友信託銀行株式会社
証券代行部	 ふ0120-782-031

●マイナンバー（社会保障・税番号制度）ホームページ
　https://www.cao.go.jp/bangouseido/
●マイナンバー総合フリーダイヤル

　ふ0120-95-0
マイナンバー

178
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本社 IR担当	 〒141-0032 東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎 イーストタワー20階
	  TEL：03-5719-6000（代）
	  URL：http://www.bpcastrol.com

証券コード	  5015 見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
森林に配慮して適切に管理された森林認証紙を使用し、環境に優しい植物油インキで印刷
するとともに、針金を使わない「ECO綴じ」製本を採用しています。
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